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林地価格に関する一考察

北　川 泉　（林政学研究室）

IZum1 KITAGAwA

Contnbut1on　to　the　Theory　of　Pr1ces　of　Forest　Lan吐

　　　　　　　　I．はじめに

　土地は，本未自然に存在する物質的生産力の一つであ

るが，土地改良などのように土地に投入，合体せしめら

れた固定資本部分を除いて，その「本源的」な部分にか

んしていえぱ，土地そのものは天然のままの目然力であ

り，人間労働の生産物ではなく，したがってまた資本に

よって生産しえないものである。このような意味で土地

は価値をも，また生産価格をももちえないはずである．

　しかしながらう空気などとことなり，土地は独占する

ことのできる自然力である。しかも，土地は現実に商晶

として売買せられ，市場で一定の価格を形成する。この

場合，一定の土地を所有することによって，一定期間内

に連続的に地代がくりかえし実現されると，利子が貨幣

資本の一時的譲渡の価格とみなされるように，土地自体

が一つの「資本」とみなされ，その土地の資本価値の産

物として，地代が認識される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヤピタライズ
　したがって，「地代を利子とみなしての資本化が土地

価格であり」それゆえ，原則的にいえば土地価格は，

「その土地を所有することによって定期的，反復的に生

みだされ，入手される所得金額，すなわち地代を，一般

利子率で除した商にひとしい」ということがでぎる。言

葉をかえていえぱ，土地価格は，土’地という「擬制資

本」の価格形態である・ということにほかなら摩い．土

地価格（土地所有権の譲渡価格）にかんするこのような

規定は一応周知の命題であろう．

　だがしかし，林地の価格を問題にする場合，いったい

林地価格というものは，地代をどのように考え，あるい一

は牧益価格をどう考え，どんな利子率によって，どんな

ふうにキャピタヲイズしたものなのか。あるいはまた，

はたして，林地価格というものは，地代を一般利子率に

よって資本還元したという命題だげで，説明しつくせる

ものなのか、という疑問は当然起こってくるであろう．

　林地価格の研究にかんす宕かぎり，こうした視角から

の分析はほと一んどなかったといってよいのではあるまい

か．

　そこで，私はまず全国的な視野から林地価格の動向を

大観的に把まえたのち，島根県におげる林地価格水準の

検討を行ない，ついで島根県内の4つの町村におげる実

態を手がかりに林地価格形成の意昧を捉まえてみること

にしたい。

　　なお，ごの小論で利用する資料は，昭和36隼度林野

　庁より京都大学半田助教授に依託された「林地価格の

研究」に筆者も参加させていただき，筆者の担当地域

　の一部をとりまとめたものである。

　　　皿．．わが国における林地価格の動向

　まず最初に，わが国の農地価格の動向を戦前から一貫

してとらえられている勧銀の資料によってみると，農地

価格は，地価続制がなくなってから急遠の上昇をしめ

し・．昭和26年以降の物価水準の停滞傾向にもかかわら、

ず，著しい騰貴率をもって一貫した騰貴をみせている、

つぎの第1表によってみると，農地の相対価格は，昭和

／5年を／00とすれば，昭和24～26年にはほぽ20％前後で一

あったものが，昭和ろ2年にはすでに卸売物価指数と渥ぽ

同値をしめし，32年以降は逆に物価指数をオーバーする

こととなり，昭和35年にいたって，農地の相対価格ば

／25．6の値を示すに至りている、

　また，こうした農地価格の一貫した上昇のうちに，農

地価格の地域差もほぼ均一性を示すに至っているといわ

れる．（註）1

　このような農地価格の動向に比べて，林地価格はどの

ような傾向をもつに至っているのであろうか、林地価格

の動向も，上にみたような農地価格の騰勢とならんで，

一貫して上昇の動ぎを示しているが，’その上昇のテンボ

は農地価格に比べて，はるかにゆるやかである、つぎの

第2表に示すように，林地の相対価格は，昭和／5年を

／00とすれぱ，昭和23～27年には20％にみたず，昭和35

年でも85％の値を示すにすぎない．’（註）2

　以上のように，林地価格の動向を農地価格の騰勢と比

較するならば上昇のテンポはゆるく，相対的には低い水

準にあるという1二とがいえよう．I
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和9年～11年を基準にすべきであるが，林地価格

の資料が一貫してとられていないので止むなく昭

和15年を基準とした．

（註）3　農地価格と米価におげるように，林範価格の場

　　　合では単純に立木価格をもちだしても，米価にお

　　　げるような強い関連はみられないかもしれない。’

　　　むしろ30年ないし40年後の予想立木価格を出すべ

第2図・林地価格指数の卸売物価指数
　　　やよび立木価格措数にに対する比較（全国ジ

　　　　　　　侮和15牡100）
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　　　ぎであろうが，こごではさしあたり争立木価格を

　　　単純に林地価格と比較してみた．

　　　　　皿　鳥根県の場合における

　　　　　　　　林地価格水準の検討

　まず，島根県の，全国の中に占める位置ずげを得るた

めに，若干の指標にもとづいて簡単に検討を加えておこ

う。
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　つぎの第3表にみられるように，島根県においては，

第1次産業　とくに農家人口の占める此率が全国平均に

比ぺて高い割に，農家／戸当りの耕地面積，林野面積と

　　　　第ろ表　島根県と全国誇指標との比較

指標
第1次産業人口比
農　塚　人　口　率
兼　　業　　化　　率

耕　　　地　　　率

水　　　田　　　率

林　　　野　　　率

耕地／経営土地
林野／経営土地
針　葉　樹　林　率

広　葉　樹’林　率

人　　工　　林　　率

1戸当り耕地面積
林家／戸当り林野面積

1戸当り農業所得
、声当り農家所得

全　　国

　3ア．5％

　37，0

　65，7

　／6，6

　55．ア

　67，6

　44，5

　48，2

　36，／

　55．9

　2ア．／

　　8．8反

　54．4反
206ラ840円

372，833円

’島根県

　58．8％
　62．8

　ア8，3

　／／二5

　74，6

　78，0

　20，2

　75，9

　22，6

　68，7

　／4．5

　　6．5反
Iろア．1反

156，864円

327，983円

　資料　（1）1％0年世界農林業セソサスおよび農林省

　　　　　「農家経済調査」農業に関する指標は武内哲

　　　　夫氏算出のもの。

　　　　（2）林業に関する指標は，1％0年センサスの

　　　　飽，林野庁r林業統計要覧」1％／年による。

　　　　　　　　　第4表

＼＼　　　　林地価格　　　指

島根県におげる林地価格の動向

もに小さく，したがってまた農家1戸当りの農業所得も

低くなっている．とくに林地価格を問題にする以上は，

島根県におげる広葉樹天然林の占める比率の高いごと

と，人工林率の低さを念頭におかなげれぱならない。い

わぱ・島根県は・農林莱ともに後進地的性格を濃厚にも

っているものといえよう。

　ここではこのような条件のもとにおける島根県の林地

価格の水準がどのようなものであり，何を基礎として成

立しているかを，林地の牧益価格の側面から接近するこ

とと＝したい，

　　（i〉．林地価格形成と収益価格

　島根県における林地価格の年次的な趨勢をわれわれが

知りうるのは，やはり主として目本不動産研究所の「山

林素地及び山元立木価格調」を通してである、したがっ

て，各地域間の価格差の大ぎいような現状では，かなら

ずしもそこから島根県の全般的な傾向を抽出することは

不充分であるかもしれないが，ともかくこのほかには統

一的にとらえられ難いので，不動産研究所の資料を手が

かりとして差当っての地価の水準の意味をみていぎた

い．

　島根県におげる林地価格の水準は，つぎの第4表にみ

られるように，全国水準に比して著しく低いのが特徴で

ある。各年度を通じて全国乎均のほぼ半数を示すにすぎ

ない。（第2表と比較参照）　不動産研究所の「府県別

　　　　（普通山林素地，反当り）

年ぺ＼
昭和／5年

　　18年

　　2／年

　　22年

　　23年

　　24年

　　25年

　’26年

　　27年

　　28年

　　29年

　　30年

　　31年

　　32年

　　ろ3年

　　34年

　　35年

用材林地

　　円　38
　86
　226
　253
　30アー

　471
　4／6

　586
／，／42

2．509

4．294

3．9／9

4．593

4．864

6．4／4

6，89ア

8，859

薪炭林地

　　円
　29

　6ろ
　／ア／

　243

　263
　45
　385
　700
1．／04

／，803

2．721

2．6／3

3．686

3．909

5．286

5，2跳

6，248

数

用材林地

　100
　zz6
　595
　666
　808
1．240

1．095

／，副2

3．005

6．603

／1．300

／q，3／3

／2，08ア

／2．800

16，879

－／8．／50

23，313

薪炭林地

　／00

　2／7

　590
　838
　90ア

1．534

／，328

2，4／4

ろ，807

6．2／7

9，38ろ

9．0／0

／2，ア／0

／3，4ア9

18．228

18．221

2／，545

卸売物

価指数

　／00

　／25

　992
2．934

7，7％

／2，ア22

／5．040

20．873

2／，28／

2／，424

2／，280

20．90／

2／，8／6

22．472

2／，013

21．24

2／，634

林地の相対価格

用材林地

100．0

180，8

60，0

22，7

10，4

　9．8

　7．3

　7．4．

14，1

30．8
5ろ．1

49，3

55，4

57，0

80，3

85．4

107．8

薪炭林地

100．0

173，6

59，5

28，6

11，6

12．て

　8．8

．11，6

17，9

29，0
44．て

43，1

58，6

60，0

86，7

85，8

99．6

資料：（1）林地価格は目本不動産向究所r山林素地および山元立木価格調」による．

　　　（2）卸売物価指数は日銀続計局算出の各年度平均の数宇による．

sokyu

sokyu
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汕林素地価格調」．をみても，島根県平均の林地価格は，

高知，山口，和歌山，滋賀と並んで最も低い水準にあ

る。こめ島痘県におげる林地価格が全国平均に比ぺて著

Lく低いということについては，’後ほど改めて問題にす

ることとして，まず，林地の相対価格からみてみよう。

　第4表で明らかなように，昭和23～27年までの島根県

におげる林地の相対価格は著しく低いが，昭和28年以降

は極めて大ぎい上昇率をもって一貫Lた騰貝を示し，と

くに昭和35年に至っては戦前水準（昭和／ち年）を突破す

るまでに至っている。卸売物価指数でデフレートし・た林

乏5，OOO

牝OOO

軌OO0

22．OO0

21，OO0

20，000

仰。OO0

18．000

17，m0

16．OOO

15，OO0

14．OOO

篶．000

で2．OOO

刊．000

仙OO0

9，OO0

8．000

7，OO0

6，OO0

5．O00

牝OOO

弘OOO

㌫000

1，OOO

第3図・ 島根県平均の林地価格指数の

卸売物価指数に対する比較

（昭和15年＝m）
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第10号　A　（1％2）

地の相対価格が，全国乎均の場合では，昭和35隼に至っ

ても85の値でしかないことと此較すると，島根県平均の

場合では，林地の絶対価格としては低いが，相対価格の

上昇率は大ぎいといえよう。林地価格を指数でみると

き，用材林地，薪炭林地ともに大差はないようである．

それらの関係を図示すれぱ，つぎの第3図の如くであ

る．

　ところで，人間労働の生産物でない土地の価楕は，そ

の生み出す牧益を利子と想定して資本還元して算出され

ざるを得ないことは前にもふれた通りであるが，この場

　　合，林業生産において資本家的な借地林業が一般的

　　にみられて，そのもとにおげる地代が一応確立され

　　ているようならぱ問題はないが，それがない現在で

　　は，林地価格を根拠づけるものとして，いわゆる自

　　作牧益が採られることになる．すなわち，自己の所

有する土地を林地として利用して得られる純牧益の

うち土地に帰属する部分を地価の利予とみなして・

逆算するという形で求められる自作牧益地価が，地

・価水準を問題とする場合の基準としてとりヒげられ

ざるを得ないであろう。

　もとより，地代額が現圭の過程で与えられるめと

はちがって，いわゆる自作牧益は算定上のいわぱ仮

空のものであるので・算出の方法如何によっては出．

てくる結果が異なってくることは当然である．それ・

ゆえに，困難な多くの問題を含んでいるのである

が，ここでは一応つぎの第5表および第6表に示し

た方法によって島根県の場合におげる，薪炭林の牧

益価格と林地価格との関係および用材林の牧益価格

と林地価格（この場合，スギの造林地七もって用材

林を代表せしめた）との関係をみてみた。

　ごこで，表の内容の検討に移る前に，自作牧益地

価の算定方法について若干ふれておく必要があろ

う．まず，林業においては，周知のように生産期間

が長期にわたるため，これを／年当りの数字に計算

しなおす必要のあることである．ここでは，それを

さしあたり伐期年数によって単純に除した値をとっ

ている、厳密にいえぱ，毎年同じ値をとることな

く，最初の年におげる数字と後年の数字とでは大き

な差があるであろう。そのごとをここでは無視して

いる．つぎに，利潤部分の算出方法であるが，普通

一般では，投下資本総量に利潤率を乗じて算出すぺ

ぎであるが，ここでの第6表では・造林費（造林・

下刈りに要した費用全部を合む）後価プヲス管理費

を40で除した1カ年当りの生産費に利潤率20％を乗

じて算出している．Iこの場合，利潤率をいくらにと

るかが大ぎな問題の／つであろう。農業ある‘いは林

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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第5表薪炭林の牧益価格と林地価格との関係 （／町歩当り）

＼
＼ 伐　　期

（25年）
1年間の　　算定地価

薪炭林の
年間粗牧入

＼
＼

＼
粗牧入 年間粗枚入

現実地価 の地価に対
　　＼年次　＼ 粗牧入 ④／25 ／0．055 する利廻り

＼ ④ ⑧ ◎ ◎ ⑬／地価⑧

昭和30 49，725 ／，989 36，164 26，130 7．6

31 52，200 2，0脇 37，964 36，860 5．ア

32 54，6ア5 2，／87 39，764 39，090 5．6

33 62，550 2，502 45，491 52，860 4．7

34 62，550 2，502 45，49／ 52，840 4．7

35 7ア，625 3，／05 56，455 62，480 5．0

（註）（1）④の伐期粗牧入は新炭林の伐期を25年とし，伐期牧穫1町当り225石

　　　とみて，それぞれの年次におげる薪炭材立木価格を乗じて算出したも

　　　の。なお，年次別の薪炭材立木価格はつぎの通りである．昭和30年22／

　　　円，31年232円，32年243円，33年2ア8円，34年278円，ろ5年345円（いず

　　　れも石当り価格）．

　　（2）薪炭林の場合は天然の繭芽更新によるものであるので，伐期粗牧入は

　　　そのまま純牧入に等しいと考えて計算した．

第6表 用材林（スギ造林）の牧益価格と林地価格との関係

業において利潤概念が未だ成立

しているとは思われない現状の

もとで，利潤率を知るために

は，客観的なものとしては他部

門におげるそれから類推せざる

を得ないやげであるが，それが

伸々明確な資料を得ることがで

ぎないのである。ここでは一応

碍地価椅算定式に採用されてい

る伊東・梶井両氏などにならっ

て利潤率は20％とした．（註）4

また，純牧益を利潤部分と地代

部分に一応分割し得たとして

も，更に，これから算出された

地代部分を資本還元する場合

（1町歩当り）

＼I
伐　期 造林費後管理費 伐期純

／年間 ／年当
／年当り 年地代 算定地価用材林の

年間純牧伐期純牧

年＼
（40年） 価 枚　入

の純枚 り生産
利　潤

入の年地入の地価

粗牧入 C／．0P40後価V
入 費⑧十

⑧x0．2 ⑧一◎ ⑮／0．055現実地価
代に対す に対する

④一⑬十◎ ◎／25 ◎／40
①一1①

る利廻り 利廻り
④ ⑧ ◎ ◎ ⑧ ⑥ ◎， ⑬ ㊥／①⑧ ⑲

昭和30 1，058，000

4
6
4
．
8
3
0
1
4
1
．
0
0
0
4
。
。
，
。
。
。
1
4
1
，
。
。
。
。
4
。
，
。
。
。
1
4
／
，
。
。
。
1
箒
1
；
二
鴉
。
／
。
，
。
ア
。
1
．
／
，
。
。
。
　
　
一

552，170
13．8041

／2，646 2，529 ／1，275 205，000 39，／90 28．7％ 6．9％

31 1，2つ0，950 705，120 ／ア，628 12，646 2，529 ／5，099 274，52ア 45，930 32．9 7．9。

32 ／，585，850 1，002，550 25，063 ／4，583 2，9／7 22，／46 402，654 48，640 45．5 7．9

33 1，624，950 ／，04／，650 26，041 14，583 2，9／ア 23，／24 420，436 64，／40 36．／ 7．2

34 1，821，600 ／，／60，830 29，021 ／6，5／9 3，304 25ラ7／7 46ア，582 68，970 37．3 7．3」

35 1，849，200 ／，229，430 30．736　　1 ／6，5／9 3，304 27，432 498，764 88，590 31．0 6．8

■

伐期純牧

（註）　（1）伐期粗牧入はスギ造林地を伐期40年とし，伐期牧穫／町当り／，／50石とみて，それぞれの年度におげるス

　　　　ギの立木価格を乗じて算出したもの．なおら年次別のスギの立木価格は，つぎの通りである。昭和30年92g

　　　　円，31年1，053円，32年1，3ア9円，33年1，4／3円，34年1，584円，35年1，608円（いずれも石当り価格）。

　　　（2）造林費は，苗木代，地拷費，植付費，下刈その他を含めて，昭和30～ろ／年は合計54，600円，32～33年は

　　　　63，ア00円，34～ろ5年は72，800円とみてそれぞれ40年の複利計算をしたもの．

　　　（3）管理費は，年間300円の租税公課を毎年積立てて40年の複利計算をしたもの，

　　　（4）①の伐期純牧入の地価に対する利廻りは，複利算式N＝Y1．0PnによってPを算出したもの。

に，いかたる利率を適用するかによって，牧益算定地価

は異なってこざるを得ない．しかし，ここでは一般銀行

の定期利率にもとづいて5．5％を採用した．つぎにいま

一つは，造林費あるいは生産費を確定する場合に，労賃

部分が相当大ぎな比重を占めるのであるが，家族労働を

いかに評価するか，すなわち労賃水準にいかなる値を与

えるかに大ぎな問題のプつがあるといってよい．小面積

の造林などではむしろ自家労賃は一般の雇用労賃よりも

低く見積る方がより現実的であるようにも考えられる

が，ここでは，すぺて雇用労賃として計算している。

　さて，以上のように自作牧益地価算定に料・ては，種

々の聞題が含まれているが，さしあたりここではこれ以

上深くせんさくすることをしないで，上の第5表，第6

表の検討に移ろう。まず，第5表であるが，薪炭林の伐

期を25年とみて，昭和30年以降の各年度の伐期粗枚益を

④た記入し，その値を伐期25で除した1カ年当りの粗牧

益を⑲に示す。この場合，薪炭林は天然の爾芽更新によ

るものと考えて，生産費ゼロとした。また租税公課も除

外した。そして，／カ年当りの粗牧益÷純枚益を5．5％

の利率で資本還元した値が◎に示した算定牧益地価に椙

当する部分である．◎の数値は，目本不動産研究所調査

たよる島根県平均の売買林地価格の値である。これによ

って，算定枚益地価と現実売買地価とを比較してみる

と，まず，昭和30年では一算定地価に比べて売買地価がか

なり小さい値を示すが，31～32年では両者がほとんど全

く一致し，33～35年では30年とは逆に売買地価の方がや
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や高くなρている．しかし，現圭の売買地価にかなり大

きなひらぎのある林地価格においては，この程度の差は

むしろ算定牧益地価と売買地価との類似性を説明する上

に支障になるほどのひらぎではないのではあるまいか。

いま，／力年当りの粗牧益÷純枚益の売買地価に対する

利廻りを5表の⑲の値によってみると，ほぼ5％～6％

程度であって，一般銀行の定期利率とほほ等しい値を示

している．剰余から租税を差引ぎ，さらに利潤を控除す

るという資本制的に擬制した地代にあたる部分の地価に

対する利廻りは，さらに小さくなって，おそらく2～3

％台になるであろう．こうした，現実におげる地価形成

のメカニズムを，資本制的な擬制計算に削・ておこなう

ことは，第5表に示された数値の隈りでは無意味であろ

う、

　さて，今度はスギを造林した場合の牧益地価について

みてみよう．さきの第6表がこの関係を示したものであ

る、ここでは，前述の薪炭林の場合と異なって植林をほ

どこすわげであるから，造林費後価および管理費後価を

算出して，毛れを伐期（40年）粗牧益からさしひぎ，伐

期純枚益として計上している。そして，伐期純牧益を40

で除した値を1力年当りの純牧益とした。一方，この純

牧益を利潤部分と地代部分に擬制的に分割するために，

1カ年当りの生産費を算出し，その値に利潤率20％を乗

じて，1カ年当りの利潤を出し，その利潤を／カ年当り

の純牧益からさしひき’，／力年当りの地代としたもので

ある．こうして算定された計算上の地価は・現実に売買

されている現実地価に比ぺて，著しく高い値となっ一てい

る。また，／カ年当りの純牧益の年地代に対する利廻り

をみると，30％をこえる高さを示し，現実性を欠くもの

と思われる．そこで，いま伐期の純牧益を売買地価に対

する利廻りとして，複利計算によって求めると，その利

廼りはほぽ7～8％となって，一般銀行定期利率をやや

上廻る数字を示すことがわかる。すなわち，植林により

用材林を経営する場合では，その牧益は年々入手し得る

ものとみなされないで，伐期の際の純牧入が現実の地価

に対してどの程度において利廻るか，ということを基礎

において，　般銀行利率を若干上廻る程度で地価水準が

形成されているものとみてよいのではあるまいか．もと

より，この場合においては利潤計算は除外しているが，

農民が，自家労賃を低く見積る中で，また造林費のほぼ

40％の造林補助金交付の存在を考え合わせるとき・，現実

売買地価水準のもとにおげる造林の利廻りはもっと高い

値を示すものとして認識されるであろう．この隈りにお

いて，現実の売買地価でもって農民が林地を買うとすれ

ぱ・一般市中銀行に貯蓄するよりもはるかに高い刷廻り

ξなるであろうということがいえよう。

　さて，以上のようにみてきた結果から，島根県におげ

る林地価格の水準をいうとすれぱヨ薪炭林の地価の場合

では，年々の薪炭林牧益を一般銀行の定期利率程度でキ

ャピタライズした値にほぼ等しく，用材林の地価の場合

では，伐期純牧益の地価に対する利廻りが長期投資利率

を若干上廻る程度において決まる傾向にあるということ

がいえるのではあるまいか④そして・最近の準林の進展

とあいまって，薪炭林地価といえども薪炭林牧益地価の

規定性をはなれて・用材林におげ亭伐期枚益を基礎とす

るような方向に逢みつつあるのではなかろうか．少なく

とも上の資料からは以上のような推測ができそうであ

る。ともあれ，こうした林地価格決定の意昧を，もっと

具体に則してみてみる必要があるであろう。そこで以下

は具体に下してみてみることにしよう。

（註）4　梶井功・冨山和夫・小林謙一r農村雇傭労働に

　　　関する研究』1957年蜆また，石渡貞雄r林業地代

　　　論』1952年，278貢以下を参照され牟い。

　　（ii）．林地価格形成と経営階層、

　これまでは，主として林地の価格水準についてみてぎ

たのであるが，一口に林地価格の水準といっても，一地域

によってかなりの差のあることはすでに述べた通りであ

る．ここでは，それらの林地価格がどのように形成さ

．れ，いかなる階層において林地の売買が行なわれている

かを，昭和36年に林野庁の実施した「林地移動及び価格

事例調査」をもとに，具体に則してみることによって，

さしあたっての林地価格の水準の意昧を一応把えてみる

』ことにしたい．

　まず，つぎの第4図は，島根県におげる旧町村（昭和

25年2月現在）別の林地価格水準を示したものである

が，これによると，一般に都市周辺の林地価格がのきな

みに高く，ついで，鉄道沿線，および広島県・山口県側

との交流の強いところが高地価現象を季していることが

わかる。したがって，概して鉄道沿線および林産物集荷

市場にはさまれた中間地帯において，林地価格の水準ば

低くなっているということがいえよう。また，第5図

1は，私営林の人工林比率をとったものであり，第6図

は，総農家数に占める安定兼業（やとわれ兼業のうち

　（1種・2種を合む）賃労働者，事務職員）比率を，そ

れぞれ旧町村別に示したものである．これら数値の分布

と林地価格水準との関係はかならずしも明確ではない

が，概して人工林比率の高いところにおいて，林地価格

水準も高いという傾向が認められる。ともあれ，林地価

』格水準rはかなり激しい地価格差のあることが理解され

るであろう。
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　そごで，つぎに，こうした林地価格が何を基準にして

形成され，どのような形でいかなる階層間において売買

がおこなわれているかを，より具体的分野においてみて

　　　　この場合，問題としてとり上げる旧町村は，前

掲の第4図に指示してあるように，山村地帯としては，

第ア表

郡賀郡金城村波佐および鹿足郡六目市町六目市を，準山

村としそぽ，八束郡美保関町片江および適摩郡温泉津町

井田を選ぶこととしたい．

　ところで，これら4つの旧町村と島根県平均の諾指標

とを比較してみると，第ア表の如くである。美保関町旧

旧4カ町村と島根県平均諸指標の此較

指標
町　村

耕　　　地　　　率

水　　　田　　　率

林　　　’野　　　率

兼業比率／三　穣

私営林の針葉樹林率

私営林の人工林率
農家1戸当り耕地面積

林家1戸当り林野面積

林地売買件数（昭和34
年度中、

耕地（田）の価格水準
（反当り）

農業日雇賃　金
主な林産物市場からの
距離

島根県平均

　　11．5％

　　ア4，6

　　78，0

　　38，4
　　39，9

　　31，0

　　／9．5※

　　6．5反

　　3ア．／反

　　　／7件

／59，000Pヨ

男300～400円
女250～350円

美保関町
旧片江村

／3％

23

74

2，6

91．8

65

40

3．3反

9．5反

　2件

100，000～150，000

　男500～600
　女300（】400

　松江25K
　米子　20K

温泉津町
旧井田村

／7％

74
ア2

34，6
20．3
1
1

　9

ア．7反

27．8反

　8件
／00，000（ソ／50．0001

　男300～40p
女200～300

　大田　28K
　江津一／8K

金一城　村
旧波佐村

　4％
84

89

74，0
16．0
3／

　2

5．ア反

36．2反

　5件
／00，000～150，000

　男300～400
　女300～400

　浜田　28K

六日市町
旧六日市町

　ア％

79

86

26，4
54．5

　3

29
5．ア反

34．5反

　56件

／00，000’）／50，000

　男300～400
　女200～300
　岩国　68K
　日原　34K

資料：1％0年世界農林業センナスによる．

　　　※第3表に掲げた数字と異なるのは，第3表の数字が昭和32年のものであるためである．

片江村は，漁業によって生計の大半をまかなっている村

であり，したがって漁業兼業農家が非常に多い、一農家1

戸当りの耕地面種およひ林野面積もせまく，また耕地の

大半は畑地によって占められ事雑穀イモ類の生産が主体

である．しかし，私営林の人工林率はかなり高い。温泉

捧町旧井田村は，耕地面積もかなり広く，稲作主体のい

わぱ純農山村的性格をもった村で，私営林の針葉樹林率

幸人工林率も低い。金城村旧波佐村は，林野率も，また

／戸当り林野面積も比較的大きく，林業のウエイトの高

いとごろであるが，人工林比率が極めて低く，多くは広

葉樹天然林によって占められているところの後進薪炭林

地帯である。また，旧波佐村は林野所有の格差が大ぎ

く，多くは零紬な林野所有者である．六目市町旧六目市

町は，旧波佐村と同じく林業のウェイトの高いところで

あるが，人工林率はかなり高い。交通の便は波佐と並ん

で島根県内でも不便な地域に属する。

　さて・これら旧町村におげる林地売買の実態を、つぎ

た掲げる第8a・8b・8c・8d表によってみてみよ
う。

　もっとも，この表に掲げた数字は，昭和35年4月1日

から昭和36年3月5／目までの1力年間に登記のあったも

のについてのみの数字であるので，年次的な林地移動の

状況や，階層間の動き・などを適確にとらえることは必ず

しも充分では1ないが，さしあたりの林地売買の実態を示

すものとしては一つの意昧を持つものと考えられる。

　第8表のそれぞれについて，詳細に分析することは紙

数の関係で七きないが，全体を通していい得ることはつ

ぎの諾点であろう．

　まず，第1に，4つの町村のどの町村をとってみても，

一部の階層に林野が集中されているような傾向はみられ

ず，概して経営規模の大ぎい比較的安定していると考え

られるような農家事あるいは一部事務職員が買手にまわ

っていることである。そして第2に，それら林地売買の

市場圏の範囲は，ほとんど全く旧町村内に隈られており，

大半は農家によって売買が行なわれていること、第3

に，売買面積は概して1町歩以下のいわゆる小面積のも

のが多いが，一般に小面積の場合の林地価格が大面積の

場合のそれよりも高い価格に決まっているようであるこ

と。このごとは，林地購入に対する競争関係を反映して

いるものと考えられ，町村の性格によっても異なるが盲1

一般に1町歩以下の林地売買においては，比較的多数の

購買能力を持ったものが参加するが，1町以上の売買に

牟ると有効需要は村内の一部のものに限定されてく．るよ

うである．売買林地の総額が2～3万円程度なら山林を

買っておきたいとする農民は非常に多く，一般に売手市

場を形成している。第4に，林地を売渡す側に立ってみ

sokyu

sokyu



第8a表　　林地の買牧・売渡の実態（金城村旧波佐村の場合） 〈昭和35年4月～ろ6年3月の間に登言己のあったもの）

＼

ふ
1

2
3

4

5

6
7
8

9
／0

1
1

12

13

14

15

／6

17

18

購　　　入　　　者
経営耕
地（町）

／．05

0
0，05

0．6ア

0．4ろ

0，76

0，76

0，05

0，3／

0．32

露瀞

4，03

0．50

18，00

4，03

／．04

1，02

1，02

1．ア9

29，20

0．7ア

広島県大朝町

0
1．1て

0
0，45

0，64

0，54

0．85

0．50

／2，30

／．ア5

0，20

1，81

6，65

4．53

主要職業

農　業
製炭業
事務職員

寺住職
幼稚園
農　業
製炭業
農　業
事務職員

農　業
電報配達

事務職員

農　業
農　業
農　業
日　雇
卸小売業

事務職員

農　業
製炭業
事務職員

商　業
農　業
目　　雇

農　業
大　　工
農業・日
雇・製炭

農　業
製炭薬

在村不
在村別

在村
在村※

在村

在村

在村

在村
　〃

在村

在村

在村
不在村

在村※

在村

在村
在村○

在村

在村

在村

売　　　却　　　者
経営耕
地【町）

0，31

0，38

0，39

0．％

0，39

0，39

0，39

0，39

0．9ア

経営林
野（町）

29，20

0．6ア

27，89

1．53

27．89

27，89

2ア．89

27，89

5．65

主要職業

農

農

農

農

農

業

業

業

薬

業

〃　　．

〃

　〃
農　業
製炭業

広島県芸北町移住

0，8／　　5，85

0，／8　　0，3／

0，51　　1．04

浜田市在住

0，87

0，45

0，45

0．11

24，09

0，40

0，40

0．20

農　業
役　職
農　業
日　　雇
農業・日
雇・製炭
サHビス
自由業
農　業
製炭業
農　業
日　　雇
農　　業
日　　雇

農　業
目　　雇

在村不
在村別

在村

在村
在村△

在村
1在村△

　〃

在朴
不在村

在村

在村

在村
不在村

在村
在村○

在村

在村

売買
面積
（町）

2，42

0，10

0，0／

2，30

1．如

0，15

0，16

1，60

2，85

0，54

1，80

0，30

0，／0

5，10

0，20

0，30

0，10

0．20

総金額

（円）

80．000

！5．000

1．000

30．000

20．000

6．000

4．000

45．000

30．000

23，C00

60．000

30．000

1，0．000

130．000

18．000

30．000

5．000

4，000

1町歩当

り金額

33．057

150．000

／00．000

／3，0侶

14．285

40．000

25．000

28．125

／0．526

42．592

33，ろ33

100．000

／00．000

25．490

90．000

100．000

50．000

20，000

第3者
評価額

28．330

45．000

40．000

20．000

20．000

35．000

21．700

30．000

20．000

40．000

20．000

31．700

30ヲ000

31，ブ00

30．000

30．000

30．000

30，000

当該町村

での位置

（中）

（中上）

接（中上）

（中下）

鞍（中）

接（中上）

接（中上）

接（中上）

接（申）

接（上上）

（下下）

接（中上）

（中）

（中上）

接（中）

接（中）

（中）

箆接（中上）

当該町
村での

地味
（中）

（中）

（上）

（下）

（中）

（中）

（中）

（上）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

実際に取
り引き’し

た年次

昭和35

　35

　32

　35

　32

　35

　28

　34

　34

　35

　35

　34

　35

　35

　35

　35

　36

　35

備　　　　　考

雑木15年生，121石を含む．

交換

土地と一緒に雑木250石も
売却（40，000円）

雑木（5年生）を合む．

竹林（5年生）を含む．

（友）

マツ152石と一緒に売却
（106，4口0円）

雑木15石と一繕に売却
（3，000円）（友）転出

雑木（6年生）を合む．
隣家であるので10，000円の

｛金を都合してやったもの
（友）

交換

資料：（1）林野庁「林地売買事例調査」昭和36年9月より作成

　　（2）第3者評価額は，当該町村の森林組合・精通者・林業改良指導員の評価を平均したもの。

　　（3）当該町村での位置・地味は，（上），（中），（下）に分げ，それに上，中，下を付して等級をあらわした。なおぎ接とあるのは購入者の所有山林と接続した林

　　　地をあらわす。

　　（4）※・○・△などの付号は同じ付号のっいているもの同志は同一人間をあらわす、

　　（5）備考の欄の（親）は親続関係，（友）は友人知己関係，（雇）は雇傭関係，（貸）は貸借関係を示す、

辿
げ
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諌
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第8c表 林地の買牧・売渡の実態（六目市町旧六目市町の蕩合） （昭和35年4月～36年3月の間に登記のあったもの）

＼
　、

番号㌔

　1

　2

　ろ

　4

　5

　6

　7

　8

　9

　10

　11

　12

　13

　14

　15

　16

　1ア

　18
－19

　20

　2／

　22

　23

　24

　25
・26

　27

　28

　29

　30

　31

　32

　33

　34
　35

　36
　37

　38
　39

　40
　41

　42
　侶
吐4

　45
　46

購　　入　　堵 売 却　　　者

経営榊 経営幣主要麟鶴蚕 経営耕地

0．5～0．73．0～5．0農業
0．7～／0．0－10．0～15．0農業

0．5～0．ア200．0以上農業

0．3～0．50．5～1．0農業

0．3～0．50．3未満農業
0．5～0．70．3未満農業
　0　　0．3未満　運輸業

0．7～110ア．0～10．0農業

　0　　0．5～1．0　製造業

1．0～1．55．0～7．0農業

0．5～0．73．0～5．0馨業

0．3～0．50．3～0．5農薬

0．3未満　05～10農業日雇

0．5～0．ア1，0～3．0農業

0．3～0．50．3～0．5農業

0．5～0．70．3～0．5農業

　不　　　明
0．3～0．5コ．0～3．0農業

0．7～1．05．0～7．0農業

0．5～0．7／．0～3．0農業

0．7～／．0／．O～3．0農業

0．7～1．03．0～5．0農業

0．3～0．53．0～5．0農業

／．O～／．53．0～5．0農業

／．0～／．5　　3．0～5．O　　　　”

0．3～0．53．0～5．0農業

0．5～0．70．5～／．0農薬

0．7～1．0佃．0～15．0農業

0．3～0．5ろ．0～5．0農薬

0．5～0．7・3．0～5．0農業

0．5～0．7　　3．0（’5，0　　　　”

0．3～0．53．O～5．0農薬

0．7～1．01．0～3．0農業

0．3未満0．3～0．5農薬
0．7～／．03．0～5．0農業

0．7～／．0100～150農業
0．7～1．0　100（’／50　　　〃

0．7＾一1．0　／0　0～／50　　　〃

0．5～0．73．0～5．0農業

0．5～0，73．O～5．0農業

0．5～0．ア3．0～5．0農業

0．3～0．55．0～7．0一農業
0．5～0．7　20　0～30　0　遷妻　　；装

　0　　0．3未満
0．5～0．71．0～3．0農業

・0．7～1．00．5～1．0農業

（註）　8a表に同じ。

在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
在村
不在村

在村
不在村

在村
在村
在村
在村
在村
在村○

在村
　〃

（町）

0．5～0．7

5．0～／0．0

広島市へ

転　出
　0

経自幣主要麟1鶴窺

在村△

0．5～／．0

／0．0（）／5．0

7．0～10．0

0．3（】0．5．

　益田市へ転出

0．3未満10．3未満

　広島へ転出
　　　7．0（一／0，0

　0　　　　　0．5（甘／．O

　広島へ転出

　広島へ転出
0．3～0．5

0．5～0．7

0．3未満

0．3～0．5

0．3～0．5

　0

　0

0．5～0．7

0．3～0．5

0．アー）1、．0

0．7～／．0

0．5～0．7

0．5～0．7

0．3～0．5

0．3～0．5

／．0～3．0

0．3～0．5

0．3～0．5

0．3～0．ら

0．3未満

不一明
1．0～3．0

0．3～O．5

1．0～3．0

1．0～3．0

／．0～3．0

1三0～3．0

0．3～0．5

広島へ転出

在村⑤07～／0
不在村口07～10

在村
在村
　〃

在村
在村
在村
在村

0．5～0．7

1．0～1．5

0．7～1．0

0．5～0．7

0．5～0．7

0．3～0．5

／．0～1．5

在村□07～10
　〃

　〃

存村
在村
在村
在村
在村

菖議ス在村
在一村

在村

0．7～1．0

／．0～1．5

0．3～0．5

0．5～0．7

0．7～1．0

0．7～／．0

0．3未満

一0．ろ未溝

0．3～0．5

0．5～0．7

1．0～3．0

0．5～1．0

0．5～／．0

0．5～1．0

0．5～1．0

0．3～0．5

0・5～／・P

0．3未満

0．5～／．0

1．0～3．0

3．0～5．0

／．0～3．0

5．0～7．0

1．0～3＝．0

0．5～1．0

5．0～7．0

　0

　0
／．0（）3’．0

0．3～0．5

農業
農業
自由業

事務職員
サービス
自由薬

農業

在村
在村
不在村

在村
不在村

在村
※

広島へ転出

ナービス
自由業

農業
一農葵

農業
農業
農業
製炭業

事務職員

農業
農業
ナービス

農業
　〃

農薬
　〃

農業

農業
農業
農業
農業
農業
農業
農業
農薬
農業
農業
農業
農業
農業
農業
農業
農業
農薬
　〃

農業
農業

在村
　藻

　※

在村
在村
在村
在村
在村◎

在村
不在村
（岩国市）

在村△

在村◎

在村
　〃
在村禽

　〃
在村○
不在村※

在村
在村
在村禽

在村
在村
在村
在村◎

在村
在村
在村
在村×

在対
在村
在村
在村X
在村
在村
　〃

在村
在村

売買
面積

（町）

総金額
　（円）

1町当

り金額

第3者
評価額

当該町
村での

位置
70．000

12．000

100．000

10．000

3．000

60ヨ000

8．000

5．000

40．000

／2．000

15．000

9ヨ000

5．000

60．000

12．000

15．000

3．000

60．000

23．000

8．000

15．000

16．000

130．000

30．000

100．000

　5．000

／00．000

30．000

30，000

1　50　　50，000

／000150，0DO

030 14，000

0　80　　26，000

010

46，66アi

54．545

66．667

125．000

100．000

109．090

40．000

41，66ア

80．000

240．000

100．000

225．000

125．000

／00．000

60．000

250．000

15夕0D0

60．000

57．500

400．000

300．000

400，000

侶3，330

53．000

／00．000

50，00口

53．000

80，000

鵠，000

36．000

36．000

100．000

30．000

23．000

80．000

66，00q

60茅000

侶，000

／00，000

　？

侶，300

30．000

100，P00

100．000

40．000

100，000

71．428　　66，000

333．330　100，000

8．333　　20，000

125．000　　86，000

10，000 10，000

60ヨ000　　50，000

33．333　　33，0D0

（下）

（申）

接（中下）

接（中下）

（中下）

（中）

（中）

接（申）凹

（上下）

（中）

（中）

接（中）

接（中上）

（上）

接（中下）

（上）

（下下）

（中下）

（下下）

（上下）

接（中下）

接（上下）

（上）

（中）

（上）

（下下）

接（中上）

（下下）

（申）

（中上）

15．000　21，000　（中）

46．667　40，000　（中）

32．50030，000接（中上）

8．000　80．000　80，000　（中下）

灘欝翫
地味年次

040　25．000　62．500　60，000接（中下）

240　24．000　／0．000　20，000　（中下）

080
080
030

8．000　10．000　20，000　（中）

8．000　／0．000　20，000　（中下）

5．000　16．667　30，000　（申）

040　10．000　25．000　50，000（下下）

042　15，000　ろ5．7／4　30，000　（中）

050 5．000　10．000　17，000接（中上

030　ろ0．000100，000　絹，000接（中下

030　30．0001d0．000　60，000　（中下）

030　25．000　83．335　63言000接（中）

020 7．000　35．000　30，000　（中上）

ぎしだ 傭　　　　　　考

（下）

（中）

（下）

（申）

（下）

（中）

（中）

（中）

（申）

（申）

（中）

（中）

（中）

（上）

（中）

（中）

（下）

（中）

（下）

（中）

c下）

〈中）

（上）

（中）

（上）

（下）．

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（下）

（下）

（下）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

（中）

昭和35

34

35

35

35

35

35

35

35、

スギ（3年生）も含む。
ヒノキ／20石も一緒に売却
（250，000円）（友）

雑木（4年生）も台む．（友）転出

雑木（3年生）も合む．（友）

転出一
雑木（2年生）も合む。

雑木（3年生）も含む。転出

（友）転畠

竹林（雇）

34　雑木（1～5年生）を含む。（友）転出

（友）転出

雑木（3年生）を含む。（友）

（親）

（貸）

雑木（1年生）を合む邊

雑木（5年生）を合む。（親）

雑木（1年生）を合む司

35　一部にスギ（2年生）を台む。（友）

35

34　一部にスギ（3年生）を含む。（友）

35　一部にスギ（2年生）を合む申（友）

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

35

32

35

36

36

36

35

35

36

35

3台

36

36，

36

スギ（5年生）を合む。

（友）

スギ（5年生）を含む．（友）

雑木（3年生）を合む。（友）転出

雑木200石も一緒に売却
（／20，000円）

雑木（3年生）を含む．
雑木100石も一緒に売却
（100，000円）（友）

（友）　　　　　　‘俺
スギ（1年生）を含む。（友）

マヅ60石も一緒に売却（60，000円）
雑木200石も一緒に売却
（／20，000円）

雑木（3年生）を含む。（友）

（友）

（友）

（友）

雑木（2年生）を合む。（友）

雑木（3年生）を含む。（友）

雑木（5年生）を含む。．

雑木（3年生）を含む。。

マツ（／年生）を合む、
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第8迅表　林地の買牧・売渡の実態（美保関町旧片江村の場合）

　　　（昭和35年4月～36年3月の問に登記．のあったもの）

番 ’購　　入　　著 売　　　却　　者 売買 1町当第3者当該町 当該
実際

在村 村での・ 町村
に取

髄経営林野 主要 綴経営林野 主要 在村不面積
総金額

での
り弓

不在
傭　　考

号 職業 職業 在村別 り金額 評価額 位　置 地昧
きし

（町）　（町） 村別 （町） （町） （町） （円） た年

／ 0 0．3未満 漁業水在村 ・1・・未満隆業水在村 0．Z215ヨ000 68，／8／／65，000 （中） （中）一昭和
産 35

（親）

2 0 1．0～3．0
事務職
員

在村 東京へ移住 不在村 0．15／0，500 70，000 ／65，000 ・（中） （中） 35 転出

3 0 ／．0～3．0 事務職
員

在村 東京へ移住 不在村 0．／4 ／0，400 74，285 165，000 （中） （中） 35 （友）転出

4 0 1，0～3．0
事務職
員

在村 東京へ移住 不在村 0．02 2，000 ／00，000202ラ500 （中） （申） 35 （友）転出

5 0 0 大工 在村 東京へ移住 不在村 0．04 4，400 コ／0，000 202，500 （中） （中） 35 転出

在村 漁業水 （中上） （中）
マソ（20年

6 0 0．3未満 不特定 0 3．0～5．0
産

在村 0．3020，／0C 6ア事000 2／0，000 35 生）50石を

7 0 0．3未満 不特定在村 0 3．0～5．0 漁業水
産

在村 0．0／ 1，400 ／40，000202，500 接（中上） （中） 35

含
む
、
（
親
〉
（
親
）

8 0 0．3未満 不特定1在村　　一
10 3．0～5．0

漁業水
産

在村 0．3722，600 6／，08／205，000 接（中上） （中） 35 （親）

■

マソ（20年

　（註）　8a表に同じ。

ると，概して財産整理をして離村するもの，あるいは経

済状態の悪化（これには色々の理由があるが，上の4つ

の町村での売却理由をみると，負債整狸，生活資金をう

るため，管理困難などの理由で売却しているものが圧倒

的に多く；他に投資するための林地売却は極めて少な

い）などのために林地を手離すものが，売却者の大半を

占めていることが知れる、第5に，この8表には示すこ

とができなかったが，林地購入資金の出所をみると，そ

の源泉の大半が自己資金によっており、借入金による林

地購入は僚とんどないということである。他から資金を

借りてまで林地を購入しようとするものはほとんどなく

て，自己の農林業経営の再生産と蓄積から生み出された

ものカニ，あるいは，農外牧入からの導入によるものとみ

てよかろう。

　さて，つぎに，それでは比較的経営階層の大ぎい安定

的な農家によって林地がより多く賢われているとして

も，その購入した林地価格の水準と自作牧益との関係は

どのようなものであり，地価に対して自作牧益はどの程

度において利廻るものであるかをみてみたい。ここでは

直接に階層を分げて牧益地価を算出するというごとをし

ないで，第8表に示した購入者番号にしたがってラそれ

ぞれの林地に最も適する（あるいは購入者が購入後実施

するとみられる作業種でq）樹種の伐期における牧益を

算出して，地価に対してどの程度に利廼るかをみようと

するわけであるが，この場合，伐期粗牧益から控除され

るべき造林費峠4種類の数字を使っている。すなわち・

その／つは，造林費をすべて雇用労働によって算出した

もので，自家労働もすぺて雇用労賃水準で評価した数値

である、その2は，雇用労賃評価の造林費から造林補助

金部分を差引いた数値であり，その3は，造林労働をす

べて自家労働によるものとして，労賃をみこまない数値

であり，その4は，労賃評価をみこまない造林費から造

林補助金部分を差引いた数値である屯（造林費後価はそ

れぞれ72，800円，56，8／0円，35纈200円，．／9，210円であ

り，利率0，055により複刷計算したものである）なお茅

第8表に掲げてあるもののうち例外的な林地売買と，昭

和30年以前に売買のあったものは表示は省略した．

　第9a表および第9b表をみられたい、’まず、9a表

旧波佐村の場合において，実際の売買林地価格に対する

伐期純牧益の利廻りをみると，雇用労賃で評価した造林

費を控除したものであっても，一般市中銀行におげる利

率を上廻る数値を示していることが知れる、ましてヨー

般の農家において農閑期や隠居による植林にみられるよ

うな，低い労賃評価のもとにおいては，かなり高い牧益

率を示すちのといえよう．広葉樹天然林の場合では1低

い利廻りの値を示しているが，これとでも，他の針葉樹

人工造林が小可能であるとは考えられないので，林種転

換による造林を行なったならぱ，当然に一般の人工林地

にみられるような牧益は期待でぎるであろう。ま牟・9

b表の旧井田村の場合についてみると，幾らか旧波佐村ノ

の場合に比べて，利廻りは低くなっているが，割青は同

様である。（このほか，、旧六日市町の場合および旧片江

村の場合における資新は紙数の制隈のため省略する）

このことは，林地価格がいかにもラン’ダムに決まってい

るように見えながら，実は，平均してみると牧益地価水

準にほぼ匹敵していることを示しているものと思われ

る。こうした計算のもとでは現在の林地価格は。げっし

て高いとはいえないであろうと考えられる。
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林地価格と伐期牧益との関係（旧波佐村の場合）第9a表
筏
入
る
％

の
枚
す
り

価
純
対
廻

地
期
に
利

伐期純牧入

　　　（円）

72，140

　939．227
1，075．354

1，259．327

1，395，454

1カ年当

り純牧入
　（円）

2，885

23．48／

26．884

3／，4路

ろ4，886

実際の売買

林地価格
（1町当円）

33，05ア

1㎜〕

　
　
）

費
価
円

　
　
（

理管
後

費
価
剛

林
　
（

造
後材積

（石）

■1、上ト’1岬

（鴉）

350

1，000

25口

／，600

主伐粗牧入

　　　（円）

87，500

側／

立
価
削

鵜
崎

　
　
）

伐
積
石

主
材
（

均
期

．
平
伐

当該林地
に適する

樹　種

広葉樹
天然林

番
号

2，3／5，360巧

8
1
4
1
o

・
4
5
5
r
o

　
0

　
0

　
0

　
0

　
5

　
1｝｛　

5
　
0

　
0

　
／
　
4｝

6／9．768
483．641
299．668
163，54／

40
ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ヒ
人

2

’
1
7
0
7
0

1
O
1
O
∠
∪
7
1

25・，981

29．384

33．983

37，386

／l・・・…1，039．227

1，175．354

1，359．327

1，495，454
｛　

5
　
0

　
0

　
／
　
4｝／，000 ／，700

／血・…／ 619．768
483．64／
299．668
／63，541

…i… 8ア，500

／，000 ／，600

／・・・・・…／ 6／9，ア68

483．641
299．668
／63，541

｛　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
ア

　
ー40

ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ヒ
人

3

1●713，0侶2，88572，14015，360巧
樹
林

広葉
天然4

O
！
7
0
∩
O
∩
U

∩
U
1
1
2

’
■
1
1
’
■
■
』
1
1

14，285

23．481

26，884

ろ／，483

34，886
｝

　　939．227

1，075．354

1，259．327

1，395，454
｛

　
5

　
0

　
0

　
／
　
4｝40

ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ヒ
人

5

7■2
1

40，0003，／3678，390／5，36093，750052575妬
樹
林

広葉
天然6

4
8
2
5

0
！
◎
！
∩
U
∩
〕

　
　
’
I
l
」
1
1

00
0
、
‘52

23．48／

26．884

3／，483

34，886
｝

　939．227
1，075．354

1，259．327

1，395，454
｛　

5
　
0

　
0

　
／
　
4｝1ラ000 ／，600

／・…ラ…／ 6／9．768
483．641
299．668
／63，541

40
ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ヒ
人

7

4
7
1
1
3

◎
！
◎
！
∩
U
∩
U

　
　
1
’
■
1

25．981

29．384
33，983

ろ7，386

21．997

／ア，425

｝28，125

｝10，526

4，／861
42，592

1，039．227

1，175．354

1，359．327

1，495，454

769，90ア
609，907

104，640

｛　
5

　
0

　
0

　
1

　
4｝

鎚
4
拐
4
／

7
6
6
5

9
一
5
9
3

／
o
o
o
／
／
o

6
4
2
／

／，000

800

3001

1，700

｛1．000
　　　800

400

／・・・・・…／

800．000
640，000

／20，000

40
ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ヒ
人

8

12，8
12．2

30．093

30，093

／5，360

∩
U
∩
U

訪ツ
林㌘ア

天9

43巧
樹
林

広葉
天然

10

7
o
◎
o
り
▲
「
o

o
O
o
O
◎
1
◎
！

20．981

24言384

28，98ろ

32，386
｝33，333

　　839．227

　975．354
1，159．327

1，295，454
｛　

5
　
0

　
0

　
／
　
4｝

6／9．768
483．64／
299．668
／63，54／
｛

　
0

　
0

　
0

　
0

　
0

　
5

　
／1，000 1，50040

ギ
キ
林

　
ノ
エ

ス
ピ
人

“

Ω
〇
一
■
F
O
Ω
〇

一
L
9
！
O
！
◎
1
◎
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（註）（1）造林費後価は4つの数字を計上した．すなわち，上から，①檀林に要した労働をすべて雇用労賃で換算．

　　　した数字，②造林補助金を差引Lた数字（造林補助金は標準造林費の40％を交付）③植林労働をすぺて自

　　　家労働として労賃をみこまない数字，④造林補助金十自家労働分を植林費から差引いた数字である、

　　（2）管理費後価は，毎年300円（／町当り）の租税公課を要するとみての複利合計した値である。
　　（3）左端の番号は，第8表の番号と同じ購入者番号である。なお，余り特殊な場合の林地売買はこの表では

　　　除いている。

　　（4）伐期純牧入は，主伐粗牧入から，造林費後価と管理費後価を差引いたものである．

第9b表 林地価格と伐期牧益との関係（旧井田村の場合）

番

号

2

5

6

7

8

1
1

13

／5

／7

当該林地
に適する
樹　　種

ス　　ギ
ヒ　ノ　キ

人工林

ス　　ギ
ヒノ　キ

人工林

アカマツ

人工林

アカマヅ

人工林

アカマヅ

人工林

アカマヅ

人工林

ス　　ギ
ヒノ　キ

人工林

アカマヅ

人工林

アカマヅ

人工林

アカマツ

人工林

ス　　ギ
ヒノ　キ

人工林

平均

伐期一

40

40

35

35

35．

ろ5

40

35

35

35

40、

主伐柔鶴
偶、（硝）

／，000　／，500

8601，ア00

850　／，400

820　／，400

760　／，300

760　1，100

820　1，800

800　1，／00

7「00　1，400

800　1，500

6502，000

主伐粗牧入

　　　（円）

／舳／

・㎜／

側／

舳／

舳／

舳／

舳1

㍗・／

甲・／

造林費　管理費
後　　価後　　価
　　（円）　　　（円）

矧岬／

謹1察／岬／

頚卜／

籟卜／

籍／蝸／

剥㎎／

籟ト／

欝卜／

嚢1繋H

伐期純牧入

　　　（円）

　8ろ9．227

　975．354
1，159．327

1，295，454

　801．227
　927．354
1，121．327

1，257，454

　736．500
834，217

　％4．493
1，092，293

　694．510
　792．217
　952．586
1～050，293

534．510
632．217
762．493
890，293

382．510
480，21ア
610，49ろ
708，200

　815．227
　951．354
1，135．327

1，271，454

426，510
，524．217

654．493
752ラ200

526．510
624．217
754．493
852，200

　746．510
　844．217
　974．493
1争072争200

　639．227
　775．354
　959．327
1，095，454

1カ年当実際の売買鵜殿

り純筒鵬野瓢る

萎1嚢1帥 6．5

6．9

7．3’
7．6

馨1嬢卜111

1擦／㎜ll1

講1㎜lll

菱1霧／卿111

蟻卜111

馨1劉㎜；ll

鋪卜111

携卜111

婁1纂卜
6．1

6．4

6．9・
7．1一

募1嚢／㎜・篇
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2／
アカマヅ人工林

35 850 ／，700 ／，4∠旧，000

4
2
3
．
3
9
7
3
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5
．
6
9
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／
9
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．
4
／
4
9
7
，
7
0
7

30ネ093
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2
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．
3
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／
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／
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／
3
4
，
8
侶
3
7
，
6
3
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53チ333
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3
9
．
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アカマヅ人工林
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4
2
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，
3
9
ア
3
2
5
．
6
9
0
1
9
5
．
4
／
4
9
7
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7
0
7
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7
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4
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6／，538

7
．
5
7
．
9
8
．
ろ
8
．
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（註）　9a表に同じ。但し，’昭和30年以前において実際の売買のあった林地は省略した、

　しかしながら，ひるがえって，林地価格はかならずし

もごのような形での採算が合うものとして成立するもの

ともいえない、小面積の林地購入にみられる如き過当競

争のもとにおいては，経済計算を無視して高い林地価格

が成立しうる孕ともあれ今その場合においても一定の限

度はあるであろう。そこにおいても林地牧益が，他に姿

をかえた形で自己を貫いているものとみるぺぎではある

まいか。特に，将来におげる貨幣価値の下落を予想する

とぎ，その意味は一層弦められるであろう、

　　　　］v　要約と残された若干の問題点

　以上の分析の結果を要約すると，りぎのようになるで

あろう一一般に林地価格は種々の条件によって左右さ

れ，極めてランダムに決まっているかの如く考えられて

いるが，一応時価が成立している現在，自由に成立して

いる林地価格の水準を検討するためには，林地を生産手

段として行なわれる林業経営の結果と対比してみざるを

得ず，さしあたっては葦いわゆる自作林業牧益を媒介と

してみていかなけれぱならない、この対比されるぺき自

作林業牧益の算定にあたっては数々の問題が残されてい

ることは指摘した、35年も40年もの将来におげる牧益を

算定して出すこと自体にも無理があるわげであるが，非

常に数多くの不確定要因を合んだ林業牧益計算であって

も，またそれなりの合理性をもっ七いるものなのであ

る。

　島根県におげる林地価格の水準をこの自作林業牧益と

対比してみるかぎりでは，一般市中銀行におげる利率を

若干上廻る程度に利廻る高さにおいて林地価格水準は決

まっているといえそうである。ごうした地価水準におい

ては，いわば農民的水準におげる地価形成というぺぎで

あって，資本制的な林業による採算べ一スではない．も

とより，薪炭林経営を主体とする島根県の場合であり

て，その他の人工林の進んだ地帯，あるいはアカマヅ天

然林地帯にみられる林地価格については事態の理解が異

なってくることになろう簑とくに最近，兼業化の進んで

いる地帯において，耕地価格の一般的下落があるにもカポ

かわらず，林地価格は下がらず，むしろ上向の傾向すら

あるという現状をどうみるかということにもかかわって

こよう。ごのような問題については今は答えることがで

きない。その意味では，残された問題といっても、全領1

域にまたがった問題なのである菌この小稿ではそれら問

題接近への足がかりを意図したものにすぎない、同学誇

兄の御教示を願えれば幸である．

　　最後に本調査研究において，島根県庁林政課の山本

　　専聞技術員，同じく続計課の赤名清氏にいろいろお

　　世話になった籟言己してお礼をのへたい。

　　　　　　　　　　　　　　　（1％2年1月／8目）


